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▲業務内容・フロー

令和６年７月23日(火)～令和７年２月10日（月）履行期間
日本工営都市空間株式会社 静岡支店受注者焼津市 都市政策部都市整備課発注者

本業務は、焼津ならではの港町らしい景観特性に加え、焼津駅からのアクセス性が良い
内港エリアにおいて、漁港背後地の防護とにぎわい等に配慮した県による防潮堤の整備
を契機に、野積場用地や防潮堤、背後地を活用した魅力的なエリア形成を図るとともに、
多様な人々の交流等により創出されるにぎわいを周辺エリアに広げ、まち全体の活性化
を図るため、民間事業者等を主体とした事業展開の促進に向け、官民連携による可能性
を含めた具体的な方策・取組検討の基礎調査を行い、今後の検討資料とする。

業務目的

▲業務対象区域

１．現状把握

１.１ 土地建物利用状況・周辺における道路状況の把握
（１）土地建物利用状況

にぎわい・交流の創出による活性化に必要な方策・取組の検討に向けて、土地建物
利用状況・道路状況、飲食観光資源分布状況、開発状況について、現地踏査や既存資
料をもとに調査し、内港地区の魅力・潜在力や問題点を把握した。

（２）道路状況
内港地区周辺における道路状況として、道路・歩道幅員、自転車ネットワーク上に

係る上位関連計画の位置づけに加え、駅から内港間のエリアにおける歩行者ネット
ワーク（主要な路線）を抽出し、魅力・潜在力や問題点を把握した。

▲路線の魅力・潜在力

▲利活用の可能性がある施設及び遊休資産

内港地区周辺における飲食観光資源の分布状況及びイベントの実施状況について整
理した。

▲飲食観光資源分布

１.２ 周辺における飲食観光資源分布状況の把握

１.３ 周辺における開発状況の把握

▲開発状況の整理
（例：栄町第一地区市街地再開発事業）

内港地区周辺における土地建物利用状況の把握として、用途地域、土地利用現況、
建物用途分布、利活用の可能性がある施設及び遊休資産について現況を整理した。

内港地区周辺における開発状況について、
上位・関連計画や発注者提供情報などから
整理した。
• 内港エリア：焼津PORTERS開業、
• 防潮堤整備
• 周辺エリア：駅まち空間整備、栄町第一

地区市街地再開発、ターントクルこども
館開館など

• その他のエリア：新港地区における
水産・観光交流施設誘致など



令和6年度焼津内港地区周辺活性化方策検討基礎調査業務 報告書概要版（2/5） 2

前項までの現状把握を踏まえ、内港地区周辺における魅力・潜在力および問題点につ
いて、土地建物利用状況、道路状況、飲食観光資源分布状況、開発状況について地図上
にプロットし整理を行った。

１.４ 現状把握のまとめ

２．事例整理

２.１ 事例収集の視点の検討・提案
港付近の遊休化や周辺の空き家等の発生、将来の防潮堤整備という状況を踏まえ、

整備・利活用する地域資源の観点から事例収集の視点を設定した。

にぎわい・交流の創出による活性化に向けた方策検討の参考とするため、漁港や港
湾等における地域活性化に資する取組について、先進・類似事例を収集・整理した。

２.２ 事例の収集・活用の整理
（１）事例の収集・抽出と整理結果

事例収集の視点に基づき事例を収集し、内港地区の活性化に資する方策検討の方向
性整理の参考となる事例を７件を抽出した。

▲現状把握の整理

（２）方策・取組方針の検討に向けた活用の要点
にぎわい・交流の創出による活性化の方策・取組方針の検討に向けて、各事例から

得られた示唆を基に、内港地区における活用の要点を整理した。

▲堺旧港親水護岸(事例⑦)
出典：堺市

▲宇品デポルトピア(事例⑥)
出典：国土交通省中国地方整備局

•

•

•

•

•

•

▲ ONOMICHI U2(事例⑤)
出典：広島県

▲活性化の展開（事例①・②・③・④）
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３．市場調査

•

•









市内外10社にヒアリング調査を行った結果、以下の意見が得られた。

３.１ 民間事業者等ヒアリング調査の実施
ヒアリングの実施概要の検討及び提示資料の作成を行った。

にぎわい・交流の創出による活性化に繋げるためのポテンシャルや利活用イメー
ジ・アイデア、活用に対する課題等に加え、参入しやすい条件や進出意欲等の市場性
（ニーズ）を把握・整理するため、民間事業者等ヒアリングを実施した。

３.２ ヒアリング調査結果の整理
（１）実施事業者

（２）ヒアリング調査結果の概要

ヒアリング先選定の視点を踏まえ、市内外の多
業種を対象に、10社へヒアリング調査を実施した。

業態エリア
水産・食品

市内
水産加工食品・ホテル
水産加工業
金融機関
不動産開発・建築設計

市外

商業・住宅開発
不動産開発
宿泊・商業の企画・開発
カフェ業
生活用品・店舗開発運営
食の拠点・道の駅、宿泊・温浴、ブラン
ディング

•

•

•
•

▲ヒアリングの提示資料

▼ヒアリング対象先

４．方策検討の方向性整理
にぎわい・交流の創出による活性化に有益な方策・取組の方向性について、ワーク

ショップによる意見集約を行い、今後、官民連携による可能性を含めた具体的な取組
等を検討する上での基礎資料の作成及び実現に向けたロードマップを検討した。

４.２ ワークショップ開催結果の整理
当日は第１回に16人、第２回に24人が参加した。グループワークや事後アンケート

の結果を取りまとめ、公表用資料を作成した。

•
•
•
•
•




ワークショップチラシ・当日の様子

内港地区関係者と、地区をよりよくするためにできることを考えるため、地域向け
ワークショップを全２回開催した。

•

•

•

４.1 ワークショップの企画開催
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４.３ 方策・取組方針の検討
（１）将来像等の検討整理
1～3章を踏まえ、課題・ニーズを整理し、上位計画の考え方を深度化したうえで、

目指す将来像や他エリアとの関係性を踏まえた位置づけ、ターゲットの想定等を整
理した。

（２）取組方針及び具体的な取組（案）
（１）を踏まえ、４つの取組方針を設定し、具体的な取組案を検討した。
なお、旧魚市場会館を活用したにぎわい交流拠点の形成の取組は重点取組として、

官民主体別に複数パターンを比較検証し、有効性や実現性を評価した。

▲目指す将来像（案）

▲活性化における課題・ニーズ

▼拠点とネットワークの位置づけ（案）▼取組方針及び具体的な取組（案）の整理

〇様々な食が楽しめる飲食施設・インバウンドを呼び込める宿泊施設
例）カフェ、おでん横丁、観光拠点となる温泉付き宿泊施設

市場調査やワークショップ、事例調査を踏まえ、旧魚市場会館を活用したにぎわ
い交流拠点の形成に関するアイデアを整理した。

取組例：旧魚市場会館を活用したにぎわい交流拠点の形成【アイデア集】

出典：施設HP 出典：施設HP 出典：施設HP
〇焼津ならではの飲食・地場産品が買える物販施設・公園・運動スペース

出典：施設HP 出典：市観光HP 出典：施設HP

出典：施設HP

例） 焼津ラーメンパーク、釣った魚を食べられる場所、地元住民も観光客も喜ぶ
毎日人が訪れるようなスーパー等、防潮堤と連続した公園、運動スペース

〇図書館・ものづくりスペース・焼津にゆかりのある美術館
例）海の見える図書館、不要な本を集めた図書館、地元向けのものづくりスペー

ス（みんなの図工室）、石田徹也美術館（石田徹也氏は焼津市出身）

〇暮らしを充実させる拠点や地域内外の人が楽しめる交流・観光・周遊の拠点
出典：石田徹也オフィシャルウェブサイト出典：施設HP

例）生活雑貨用品などの暮らしの機能、海辺の眺望を活かした飲食店舗、周遊観
光拠点としての交流施設・宿泊施設

出典：施設HP 出典：施設HP 出典：施設HP

方針②新たなインフラの整備及び利活用
凡例

方針①新たな人の流れを呼び込む拠点づくり

方針③内港らしい魅力や活動の積み重ね

周遊ネットワーク周遊拠点（駐車場等）
方針④まちなかや周辺エリア間の周遊促進
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５．各種会議等の運営支援 ６．打合せ協議
庁内会議の運営を２回実施した。

••

•

•
•
•

•

•
•
•
•

•

•

•

•

•
•
•

•
•

•
•

•
•
•

••

•••
•

•

•••
•

•

••••

地域ワークショップの結果、「内港らしい魅力や活動の積み重ね」の取組の試行
の場として、内港の特色を活かした朝市や地域のプレーヤーが実現したいことを試
せるトライアル型のマルシェの必要性について意見があがった。
令和７年度以降、防潮堤整備予定地やまちなかのオープンスペース等を活用した

社会実験を計画し、取組の試行の場を設ける。

取組例：防潮堤付近の街路灯整備（夜間景観の演出）
夜間照明を設けることにより、防潮堤

付近の安全性の確保や印象づけが可能と
なり、地域活動のさらなる促進による取
組効果の最大化が期待される。

概要

県・市主体

街路灯の整備・維持管理公共の
役割

取組例：駐車場の整備
取組方針①新たな人の流れを呼び

込む拠点づくりと連動し、市場調査
における民間事業者の意見を踏まえ、
内港地区の利用に資する駐車場を整
備する。

概要

市、駐車場事業者、施設管理者主体

整備・運営公共の
役割

（３）実現に向けたロードマップ
取組方針及び具体的な取組（案）を踏まえ、実現に向けたロードマップとして、事業

全体のスケジュールを整理した。

推進体制の方向性の一つ
として、内港地区の関係者
間が協議・調整を行いなが
ら、取組の実現化につなげ
ていくための場として、エ
リアプラットフォームの必
要性や形態について、令和
７年度以降に検討する。

出典：施設HP

打合せを以下のスケジュールで実施した。


